
























































































































ちはやぶる 神の御代より 呉竹の よよにも絶えず 天彦の 音羽の山の 春霞 思ひ乱れて 
五月雨の 空もとどろに さ夜ふけて 山郭公 鳴くごとに 誰も寝覚めて 唐錦 龍田の山の 
もみぢ葉を 見てのみしのぶ 神無月 時雨しぐれて 冬の夜の 庭もはだれに 降る雪の な
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ほ消えかへり 年ごとに 時につけつつ あはれてふ ことを言ひつつ 君をのみ 千代にと
いはふ 世の人の 思ひするがの 富士の嶺の 燃ゆる思ひも 飽かずして 別るる涙 藤衣 
織れる心も 八千種の 言の葉ごとに すべらぎの おほせかしこみ 巻々の 中に尽すと 伊
勢の海の 浦の潮貝 拾ひあつめ とれりとすれど 玉の緒の 短き心 思ひあへず なほあら
たまの 年を経て 大宮にのみ ひさかたの 昼夜わかず 仕ふとて かへりみもせぬ わがや











































































霞立つ 長き春日の 暮れにける わづきも知らず むらきもの 心を痛み ぬえこ鳥 うら泣
け居れば 玉たすき 懸けのよろしく 遠つ神 我が大君の 行幸の 山越す風の ひとり居る 
我が衣手に 朝夕に 返らひぬれば 大夫と 思へる我れも 草枕 旅にしあれば 思ひ遣る 



































































































































































（The Decay of Lying）と題するエッセイのなかに、「霧」に関する記述がある。この対話式
のエッセイで、登場人物のヴィヴィアンは次のように述べている。
95
At present, people see fogs, not because there are fogs, but because poets and painters 





































 4） 「気象庁が天気予報等で用いる予報用語 （2014年 3月現在）」より。http://www.jma.go.jp/jma/

















 12） Oscar Wilde, Complete Works of Oscar Wilde, 5th edition (London: Harper Collins, 2003), 1086.
 13） それらの二首とは、「草深き霞の谷に影かくし照る日のくれし今日にやはあらぬ」（文屋康秀、哀
傷、八四六）と、「かずかずに我を忘れぬものならば山の霞をあはれとは見よ」（閑院の五の御子、
哀傷、八五七）である。
